
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2018年1月26日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

訪問調査日 2017年11月22日

事業所名 グル－プホ－ム観音崎

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471902583

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　彩雅舎
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成29年11月22日

事　業　所　名

（ ２３９－０８１１

名

名

名

27 名

3 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成29年10月10日

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は有限会社彩雅舎の運営です。書道家でもある法人代表の「海や富士
山が見える風光明媚な環境で安らぎながら生活して欲しい」との思いから平成17年
に開設された、鉄骨6階建ての事業所です。走水海水浴場に接した高台に建てら
れ、1階は海への出入り口、5階は玄関と多目的ルームがあり国道に面しています。
2階～4階が各9人の3ユニットのグループホームで、各階のリビングルームの窓は
180度ガラス張りになっており、天気の良い日は富士山が望め、東京湾を行き来す
る客船や房総半島まで望める素晴らしいオーシャンビューが楽しめます。立地は京
浜急行「馬堀海岸駅」からバスで10分程、バス停の横には展望デッキがあり「関東
冨士見百景」に選ばれた眺望が広がります。
●事業所の理念に(・個性を尊重します・生活リズムに合わせて人生を楽しむ・自
立を高めます・趣向や思い出をありのままに受け止めます・プライバシーを重視し
ます・人間としての尊厳を大切にします)を掲げ、玄関と各フロアーに掲示し、毎
朝の朝礼時に唱和しています。朝礼には1時間をかけ、前日に起きたことを話し合
い、各ユニットに持ち帰り共有しています。
●自治会に加入し、夏祭りには、しめ縄を飾りに来ていただいています。地域の子
供が少なくなり、残念ながらお祭りや餅つき等の行事がなくなってしまいました
が、小学校の音楽会・運動会に招待され、卒業式や入学式の招待状も頂いていま
す。地域の方とは、散歩時に挨拶を交わし、事業所の行事の際はポスティングをさ
せていただくなどの交流があります。

当グル－プホ－ムは、東京湾に臨み、リヴィングから世界遺産となった富士山が眺め
られる風光明媚な自然環境の中にあります。入居者の方お一人お一人の個性を尊重
し、各個人の生活リズムに合わせ、心と身体の自立を高めるよう、真心のこもったき
め細やかな支援を心がけております。お食事は、旬の物を使ったバランスの良い料理
を提供させて頂いております。バスハイク・夏祭り・クリスマス会・利用者様の発表
会・お誕生会等々、ご家族との楽しい思い出づくりを企画し、ご家族とご一緒にイベ
ントを楽しんで頂いております。

サービス種別

定　 員　 等

登録定員

通い定員

36 ～ 55

56 ～ 68

）

所　　在　　地

評価項目の領域

横須賀市走水１－６－３

平成　29年度

株式会社　R－CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成17年3月1日指 定 年 月 日

有限会社　彩雅舎

1471902583
平成17年3月1日

グル－プホ－ム観音崎

平成30年1月26日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

（有）彩雅舎

茜

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

民生委員の方や地域の方が運営推進会議や
ホームの行事に参加されているなかで共に
過ごす時間を通じ理解が深まっていると思
います。

運営推進会議を定期的に実施し相談、意
見、要望を伺っています。その中でサービ
スに反映させています。

2ヶ月に1回、民生委員2名・家族代表・市職員
(年1回)・事業所関係者の参加で開催し、状況
や活動報告等行い、意見・要望をお聞きしてい
ます。イベントに合わせて実施し、いただいた
感想を次回の行事で反映させています。各ユ
ニットから１名ずつ、家族も参加していただい
ています。

今後の継続

市町村担当者に連絡をとり、指導を仰いで
いる。運営推進会議、行事等に参加いただ
いている。

市の職員とは、認定調査、書類提出、相談事等
で出向き、連絡を取り合っています。運営推進
会議にも年1回、出席頂いています。研修の案
内は、メールや郵送で頂き、可能であれば参加
しています。地域包括からは行事等の連絡をい
ただいています。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ホ―ムの理念はフロア入口に掲げられてお
り、職員に周知徹底出来るようになってい
る。理念に沿ってサービスが提供できるよ
うに共有されている.職員間でサービスにつ
いて話合を行っている。毎日朝礼で唱和を
しています。

事業所の理念は玄関と各フロアーに掲示し、毎
朝の朝礼の最初に唱和しています。理念に基づ
いて各ユニット毎に目標を設定し、ユニットの
特色を持って、利用者に合わせたケアを実践し
ています。フロアー長が変わった時には、目標
も新たに設定しています。

今後の継続

自治会に参加し夏祭りや、小学校の音楽
会、運動会に招待され地元の方達との交流
もふえて、とても良い刺激になっていま
す。

自治会に加入し、回覧板で地域の情報を得てい
ます。夏祭りにはしめ縄を飾りに来ていただい
たり、ソーメン流しの竹を毎年地域の方に頂い
ています。地域の子供の減少で、子供会や餅つ
き等の行事も減りましたが、小学校の音楽会や
運動会に招待され、交流があり、利用者の楽し
みに繋がっています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

運営推進会議、家族会、行事などの開催時
に意見、要望を伺う機会を設けたり、日常
の中でも相談を受け運営に反映させてま
す。

家族からの意見は、各ユニットから参加してい
ただいている運営推進会議や、年1回の家族
会、行事の際にお聞きし、サービスに反映させ
ています。来訪時や電話でも近況報告と併せて
個別に話を伺い、良い事も悪い事も報告して情
報にズレが生じないようにしています。

今後の継続

虐待はありません。今後も虐待が起こるよ
うな環境を作らないようにいたします。

フロア入居者全員が自分の意思で行動した
り移動したりできるため身体拘束の必要は
ありません。今後も身体機能維持に努めま
す。

毎朝の朝礼時で日頃から話し合い、何が拘束に
当たるかを職員は周知しています。歩行器はな
るべく使わず、手引きでの歩行で身体機能維持
が出来るよう支援しています。5階の玄関は、
交通量の多い国道に面しているため、施錠して
います。

今後の継続

研修、勉強会に参加し情報を共有し職員間
の意識向上に努めます。

入居を決められる時、ご家族が納得なさる
まで説明を行っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人に不安がないよう、ご家族
よりの要望等伺っています。

地域包括支援センター会議、研修会に参加
しています。

入社初日にオリエンテーションを行い、業
務の内容、手順等を説明し業務につきなが
ら個々のケースの説明、質問を受け付け自
己の振り返りをしています。

フロア長会議で実施しています。各フロ
アーに戻り意見や提案を取り上げていま
す。

施設長・管理者も参加するフロアー長会議を実
施し、各フロアーの意見や提案を聞く機会を設
けています。毎朝の申し送りでも、色々な意
見・報告が出るので話し合い、フロアーに持ち
帰り、共有し実践に向け努力しています。利用
者の様子によっては、フロアーを変えることも
あります。

今後の継続

勤務状況、仕事に対する取組等を評価して
頂いています。
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご友人や入居前の近隣の方々も会いにこら
れます。楽しくお話が出来る環境を作って
います。

外部の方との繋がりを持っている方は多く、電
話で連絡を入れてから会いに来る友人や、手紙
のやり取りを継続している方もいます。家族や
親せきの来訪も多く、一緒に法事やお墓参りに
出掛けたり、外食に行く方もいます。誕生日に
家族で過ごされる方もいます。

今後の継続

ご本人、ご家族と十分に話し合い、ニーズ
にもとずきアセスメントを行いサービスの
提供に努めています。

スタッフが入居者の共同の生活場所である
ことを認識し、それぞれに役割分担をし
て、時間を共有できるように努力していま
す。

来訪時に安心して頂けるような環境づく
り、毎日の生活の中で共に支えていく関係
作りをしています。

来訪時に日々の生活状況や健康面をお話す
る事を心がけています。ご家族が不安なく
ホームに預けていただけるようにしていま
す。
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実施状況 実施状況
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

生活するなかでご本人からの傾聴を心がけ
ています。仕草や表情での部分で感じなが
らご本人第一に考えています。

基本的には、本人からの傾聴ですが、傾聴だけ
ではなく褒める事でやる気を引き出し、選択で
きるような声掛けを心掛けています。仕草や表
情、職員との会話からその方の残存能力を見極
めて支援しています。

今後の継続

ご本人に話を聞くことはもちろんご家族と
もコミュ二ケ―ションをとり、これまでと
変わらぬ暮らしが出来るよう支援していま
す。

大まかな時間はありますが基本的には一人
ひとりの生活リズムを大切にしています。
心身状況や残存能力を理解し記録などに
よって職員全員で把握に努めています。

退所されたご家族で今後も関係を保ちたい
と希望されたご家族にはイベントや行事の
案内をしています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居者同士気の合う方との関係は大切にし
ながら他の方とも交流が出来るように歌、
お茶の時間等きっかけづくりを提供してい
ます。
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次のステップに向けて
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

今年の夏祭りも又、地元の走水神社へ奉納
される竹林の竹を分けていただき、竹の水
路から手作りし、大勢で『流しそうめん』
を楽しみました。毎年楽しみにしてくだ
さっている入居者様やご家族様との交流の
場に出来るように支援しています。

医療連携体制は、週１回の看護師の職員が
いて、月２回の主治医の往診があり、緊急
時はいつでも往診にきていただいてます。
電話相談にも応じていただいており必要が
あれば専門医の紹介等出来ています。

提携医からは月2回の往診があり、緊急時には
何時でも往診に来て頂いています。家族対応
で、他の病院を受診している方もいます。歯科
からは、週に2回必要に応じて往診がありま
す。個人契約でマッサージを受けている方もい
ます。医療連携により、週1回は看護師の職員
による健康管理も行われています。

今後の継続

本人家族からの意向を取り入れ、アセスメ
ント、カンファレンスを行い、その方の
ニーズにあった介護計画をたてています。

ユニット会議の中で、月に1度モニタリングを
行っています。ケアマネジャーが全員の介護計
画を把握し、必要に応じて往診にも同行してい
ます。半年サイクル、3か月毎の見直しを行
い、本人や家族の意向も取り入れながらアセス
メントを実施し、ニーズに合った介護計画を作
成しています。

今後の継続

ケース記録は当然の事、バイタルチェック
表で食事摂取量、排泄の把握をしておりま
す。問題があるときにはカンファレンスを
開き対応しています。

毎月のモニタリングにおいてサービスの適
正、新しい生活課題があったときはサービ
ス担当者会議を開き対応しています。
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

今年は茜では入院された方がいませんが、
入退院時には介護に必要な情報交換をおこ
なっています。

防災訓練を定期的に実施しています・ 年2回、緊急対応マニュアルに沿って、昼夜の
火災想定の訓練を実施しています。１回は消防
署立ち合いの下で行っています。地域の防災訓
練にも参加し、緊急避難場所の確認も行い、災
害や防災に対する意識を高めています。水は周
辺に走水地区の湧き水がある為、食料や備品を
三日分、準備しています。

今後の継続

茜ユニットでは現在終末期の方はおりませ
んが高齢の方が数名いられるので病状の変
化や将来の話し合いはしております。施設
長、管理者、介護支援専門員、主治医と全
員が出席します。

入居時に、重度化に向けた指針に沿って、事業
所の出来る事・出来ない事を説明し、同意をい
ただいています。その時期が来たら改めて、家
族・医師・事業所の三者による話し合いの場を
設け、方針を共有しながら終末期に向けた支援
に取り組んでいます。

今後の継続

緊急対応マニュアルをいつでも閲覧できる
場所におき職員の緊急時に対する意識を高
められるように)しています。

看護師には毎週状況を伝えております。そ
の内容については看護師より主治医に連
絡、報告がされ、適切な支援体制が出来て
います。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

日頃からご自分で考え衣類を選んだり、身
だしなみを整えおしゃれをしていますの
で、そのまま受け入れて、ほめ言葉をかけ
ています。訪問の理・美容も受け入れてい
ます。

料理の下ごしらえ、盛り付け等を手伝って
いただいています。食事中も楽しい話題や
雰囲気作りを心掛けています。

食事のメニューに沿って、施設長が毎日3ユ
ニット分の買い出しに行っています。メニュー
には、旬の食材を多く取り入れ、和食を中心に
提供しています。イベント時にも手作りの食事
を提供しています。1年に1、2回は外出の際に
外食をしています。個別対応は家族にお願いし
ています。

今後の継続

言葉づかいには、十分注意をしています。
スタッフ同士の言葉づかい、声の大きさ、
トーン等十分注意をするよう指導していま
す。利用者の尊厳とプライバシーの保護も
大切に出来るように心がけています。

理念にも掲げており、利用者のプライバシーを
重視したケアを行っています。毎朝の朝礼でも
話し合い、利用者の尊厳を大切にしながら、上
から目線の言葉遣いにならないよう心掛けてい
ます。利用者の言葉を全て受け入れ、家族の対
応にも心を配り、利用者に寄り添う対応をして
います。

今後の継続

生活上危険がない限り自己決定して頂いて
ます。ご本人が自己決定できるように言葉
をかけ、何をしたいのか傾聴し、思いを出
しやすいように心がけています。

生活の仕方は自由に過ごされるよう個々の
ペースを大切にしています。残存機能を生
かせる支援を心がけています。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

個人の体調や身体状況によって支援してい
ます。本人の希望で夕食後の入浴も行って
入浴を楽しんでいただいています。

2日に1回を基本として、入浴支援を行っていま
す。本人の希望があれば、毎日の入浴や、夕食
後の入浴(見守りで対応出来る方)を楽しんでい
ただいています。2階、3階にはリフト浴があ
り、現在は3階の方のみ使用しています。

今後の継続

毎食後に口腔ケアを実施しています自立、
一部介助、義歯使用等個々の対応をしてい
ます。義歯使用の方は毎日義歯洗浄のため
預かり翌朝お返ししています。

全員トイレ使用です。ご自分で行かれる方
介助の必要なかた異なります。失禁のある
方はトイレ誘導をして軽減しています。排
泄表の確認を行い状況の把握をしていま
す。

基本的には、トイレ誘導を行い、トイレでの排
泄に向けた支援を心がけています。自立の方で
も本人に確認して、排泄状況を把握していま
す。現在はパッドをしている方が多く、トイ
レットペーパーは行かれる度に手渡ししていま
す。夜間は、定時に声掛けしてトイレ誘導して
います。

今後の継続

個々の排便リズムは排泄表で確認していま
す。便秘には特に気を付けています。食物
繊維の多い食事や水分補給、軽い運動など
に努めていますが改善しない時は主治医に
相談、指示を仰ぎます。

量や形態を一人一人の状況に合わせてお出
しして美味しく召し上がれるように工夫し
ています。水分はよく摂取しています。定
時以外も夜間や量確認し個別対応していま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

生活歴から好きな事、得意な事を見つけて
いきます。お手伝い、制作、音楽等色々な
場や機会をつくるよう支援しています。全
員参加できる機会も提供しています。

散歩、外気浴をしたり年に数回バスハイク
や地域の催しなど外出の機会を実施したり
ご家族との外出も支援しています。

天候や体調を考慮しながら、バス停近くの見晴
らし台や、海までの散歩を行っています。高速
道の利用が便利な場所でもあり、年に数回、バ
スハイクで東京に出掛け、職員や家族も一緒に
皇居やホテルのバイキングを楽しんでいます。
今年は品川のアクアパークを楽しみました。

今後の継続

現金を所持されている方はいません。金銭
管理の真似事を出来るようホーム内の
ショップでホーム金券を使い、疑似買い物
体験を楽しまれています。

休息はご本人の意思でして頂いております
が、夜間の睡眠に影響なく良眠されていま
す。季節ごとの寝具の調節、清潔に努め安
眠できるように支援しています。

服薬の介助は誤薬の無いように一人ひとり
手に載せ職員が名前、日付、いつを声に出
して見守りしながら服用していただいてい
ます。また内服薬の理解が出来るように話
し合いをもって把握に努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時にご家族がそろえた物やご本人が大
切にしてきた物、好みの写真、置物等飾っ
たりその人らしい個性を出すように工夫と
安全を考えて過ごしていただいています。

居室には、ベッド、エアコン、収納戸棚が設置
されています。入居時には、本人や家族と相談
しながら、家族の写真や位牌、整理ダンス等の
慣れ親しんだ物・大切にしてきた物を持って来
ていただき、その人らしく居心地の良い居室と
なるよう、配慮しています。

今後の継続

危険の無いように家具や備品を配置し安全
確保をしています。床も家事作業をしやす
いように動線をよくしバリアフリーです。
居室よりリビングに向かう廊下は回廊に
なっていて、手すりが機能的に設置され歩
行訓練のため活用することも多いです。

電話を取り次いでお話される方もおりま
す。手紙を受け取りご本人にお渡ししてい
ますし、手紙を出すときも支援していま
す。

大きな問題やトラブルはありません。清潔
に心がけ入居者の要望を受け入れながら季
節感や生活憾が持てるように工夫していま
す。リビングからの景色は絶景で、みなさ
まとても喜ばれています、

リビングは180度のガラス張りで、開放感があ
り、四季折々の富士山やオーシャンビューを楽
しむことが出来ます。利用者が壁の花にならな
いよう、出来るだけ声掛けして動いていただく
ようにし、職員は手を出しすぎないよう心掛け
ています。壁には利用者の書を書いた短冊や、
季節の物を飾っています。イベントを行う時
は、5階の多目的ルームで行っています。

今後の継続

生活ペースはご本人の意思で過ごされま
す。共用スペースやコーナーをリビング内
に設けて自由に活用されています。テーブ
ルを囲みいすを配置し会話が弾むようにし
てあります。
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事業所 グループホーム観音崎

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 36

認知症ケアの基本的理
解を深める。
茜での取り組みとして
いるが、スタッフの理
解は不十分。

自立支援と認知症にみ
られる周辺症状の緩和
に対応する。

６ヵ月

2 26
ケアプランに沿った
サービスが常態化して
いる。

サービスの共有化を
し、重度化の軽減を図
る。

６ヵ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

勉強会を開いてその症
状について学び、理解
を深める。

目　　標
目標達成に向けた

平成29年11月22日

茜

毎月のモニタリングで
支障があったりする時
は、カンファレンス会
議を開いて、ケアの見
直しを図る。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム観音崎

 ユニット名 　　　　雅

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

自治会に加入して、夏祭り等のイベントに地域
の方々をお招きしたり、近くの小学校の音楽会
や運動会に招待して頂き、幅広い年齢の方々と
の交流をしています。

運営推進会議やホームでの行事に、民生委員の
方や地域の方に参加していただき、入居者様と
言葉を交わす機会を設けている。共有の時間を
持つことによって、理解が深まってきていると
感じる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

ホームの理念はフロア入口に掲げられており、
職員に共有出来るようにしている。入居者様の
お一人おひとりの家庭環境を元にした生活リズ
ムに合わせて、地域の方々とも交流を持つサー
ビスが提供できるように、心掛けている。毎日
朝礼時に、唱和して、実践につなげている。

運営推進会議を定期的に実施し、現状報告、活
動内容等を報告している。相談、意見、要望を
伺うようにして、サービスの質の向上に努めて
いる。

市の担当者には常に連絡を取り、事業所の実情
を報告して、指導を仰ぎ、協力関係を築くよう
にしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

身体拘束はその方の尊厳を奪うということを、
施設長以下職員全員が理解して、入居者様全員
が自分の意志で行動できるように職員は支援し
ている。見守りと、観察を怠らないようにして
いる。

虐待に繋がる恐れのある行為や環境を作らない
ように心掛け、虐待防止に努めている。

家族会や行事等で、ご家族の集まる機会や、面
会に来られた時に意見、要望をお聞きしてい
る。入居者様とも積極的にコミュニケーション
を図り、意見・要望をお聞きしている。意見・
要望等は、運営推進会議に報告している。

外部研修やホーム内研修で権利擁護に関する制
度の理解に努め、職員間の意識向上に努めてい
る。

入居時に、施設長、ケアマネジャー立会いの
下、ご本人様、ご家族様に不安や疑問点をお聞
きする時間を十分にとり、理解、納得していた
だけるように十分な説明をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

フロア会議を開き、職員の意見、要望、提案を
聞き、毎朝の朝礼で施設長に報告し、運営に反
映出来るようにしている。

地域包括支援センター会議、研修会に参加して
いる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人様が不安にならないように、ご
家族様から要望を伺った上で、ご本人様とコ
ミュニケーションを取ったり、行動や言動から
ニーズを読み取り、安心、安全に過ごしていた
だけるように、信頼関係を築いていくように努
めている。

職場環境を整えて、職員個々の向上心を高める
ように努めている。

新人研修やフロア内研修で知識、技術の向上に
努めている。また、自治体が開催している研修
に参加出来るようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

日常生活の中で、出来ることは手伝っていただ
き、出来ないことを支援することにより、利用
者同士もお互いに助け合い、暮らしを共にする
者同士、良い関係を築いて頂けるよう支援して
いる。

ご家族様が来訪時にホームでの日々の生活の様
子をお伝えして、毎日の生活を共に過ごして、
出来ないところを支援して、ご家族様と共に支
えていくという関係作りをしている。

ご家族様が来訪された時には、日々の生活状況
や健康状態を伝え、また要望や心配事をお伺い
して、不安がないような信頼関係が築けるよう
に心掛けている。

入居時に、ご本人様、ご家族様と十分にお話を
お伺いして、それぞれのニーズを把握した上
で、アセスメントを行い支援するように努めて
いる。

ご家族様はもちろんのこと、ご友人やご近所の
方の訪問時に安心してお話が出来るような環境
作りに努めている。人との繋がりを大切にする
支援を行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

退所されたご家族様で関係を続けたいと希望さ
れる方々には、イベントなどの案内を出してお
り、参加いただいている。又

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居者様と積極的にコミュニケーションを
とり会話の中から一人ひとりの希望屋、意
向をくみ取ることを心掛け、また、表情や
仕草などからも思いをくみ取れるよう、観
察、見守りを怠らないよう努めている。

掃除のお手伝いや食事の準備などを通して、入
居者様同士がお互いを支えあえるように職員が
配慮し、また多くの関わりを持てるように他の
フロアに出向き、交流が出来るようにしてい
る。

ご本人様とはもちろんのこと、ご家族様と
もコミュニケーションを取り、今までの生
活歴を把握して生活環境を整えるように努
めている。

お一人おひとりの生活リズムを大切にし
て、現状の心身状況や残存能力を記録に残
して、職員全員で把握して情報を共有する
ようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

月に一度モニタリングを行います。アセス
メント、カンファレンスを実施し、ご本
人・家族の意向を取り入れたケアプランを
作成し、気づいた点は記録に残すようにし
ている。

バイタルチェック表にてバイタル、食事摂取
量、水分摂取量、排泄状況を記録した上で、
日々の様子をケース記録に記入して、職員間で
情報を共有して実践している。

医療連携があり、月二回の主治医の往診があ
る。また、緊急時はいつでも往診に来ていただ
ける体制が出来ている。電話相談にも応じてい
ただけ、必要であれば専門医の紹介もしていた
だける体制も整っている。

ご本人の日々の生活の変化　ご家族様の状況な
どのニーズの変更に、既存のサービスに捉われ
ない多機能化にも柔軟に対応しいる。

今年の夏祭りも又、地元の走水神社へ奉納される竹林
の竹を分けていただき、手作りの『流しそうめん』を
楽しみました。毎年楽しみにしてくださっている入居
者様やご家族様との交流の場に出来るように支援して
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

一週間に一度、看護師に入居者様の日々の状況
を伝え、必要であれば主治医への連絡、報告が
される支援体制が出来ている。

入居者様の急変や事故発生時に備えて、緊急対
応マニュアルをいつでも閲覧できる場所に置
き、職員の意識を高めるように努めている。

上記同様、緊急対応マニュアルにより意識を高
め、定期的な防災訓練を実施して、実践力を身
に付けるように心掛けている。

入院時には治療、介護に必要な情報が提供でき
るようにしている。また、退院時にスムーズに
受け入れられるように、情報交換や相談が出来
るように関係機関との連携に努めている。

施設長、管理者、ケアマネジャー、主治医が同
席の上、ご家族様と重度化や終末期に向けた話
し合いをしていて、介護計画書を作成してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

お一人おひとりの生活リズムを大切にして掃除
や食事のお手伝いやレクリエーションなど、皆
で楽しんで出来ることを大切にして、その人ら
しい豊かな暮らしが出来るような支援を心掛け
ている。

定期的に２軒の美容師、理美容店が訪問してく
ださっているので、選んで受けてもらっていま
す。その人らしい身だしなみが出来るように、
ご本人が希望する洋服を着ていただけるよう
に、出来ないところは選ぶお手伝いをするよう
に心掛けている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者様の人格を尊重し、声掛け等尊敬の念を
持ちながら、丁寧な言葉使いや、対応に十分注
意している。職員同士の言葉使いにも注意し
て、尊厳とプライバシーの保護に努めている。

入居者様お一人おひとりに応じたお声掛けをし
て、ご本人の意思を尊重して、自己決定が出来
るように働きかけている。

お一人おひとりの残存能力を把握した上で、料
理の下準備や盛り付け等を手伝っていただき、
食事中もお声掛けをして、入居者様同士や職員
との関係性を深める時間に出来るように努めて
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

起床時、毎食後、お一人おひとりの口腔状態の
確認を含めて、職員が見守り、お手伝いをし
て、義歯は洗浄消毒、保管している。

お一人おひとりの排泄のリズム、習慣、健康状
態を把握する為に個々に排泄表に記入して、仕
草や行動で見極め、時によってはお声掛け、誘
導するように心掛けている。

食事形態や食事量、水分摂取量は、お一人おひ
とりの身体状況に合わせてゼリ-にしたりして
摂取していただけるように支援をしている。

排便状況は排泄表に記入して、食物繊維の多い
食事、水分補給、運動の働きかけを、個々に応
じて支援ができるように努めている。

お一人おひとりの希望やタイミングを優先し
て、体調や身体状況に応じて入浴を楽しめるよ
うに、見守り、部分介助、全介助（リフト浴）
の支援している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

お一人おひとりの生活習慣や健康状態に応じ
て、居室の空調に注意し、寝具の清潔を保ち、
快適な安眠出来るように支援している。

服用している薬の目的、副作用を職員が理解し
て、誤薬が無いように名前、日付を確認しなが
ら、ご本人が服用するまで見守りしている。薬
の変更があった場合は、ケース記録に記入し
て、職員全員がわかるようにしている。

入居者様は、現金をお持ちではないので、金銭
管理をされている方はいらっしゃらないが、
ホーム内の金券を使い、ホームのショップにて
買い物を楽しまれていて、金券管理は、利用者
様にして頂いている。

お一人おひとりの生活歴や力を知り、役割、楽
しみ、気分転換が出来るような、張合いや喜び
のある日々を過ごせるような環境づくりを心掛
けている。

お一人おひとりの希望や体調により毎日散歩、
外気浴を実施している。また、年に一回バスハ
イクを行ったり、地域の催しなどにも参加して
外出の機会を作っている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

使い慣れた家具やご本人が大切にしてきた物、
写真、置物などを持ち込んでいただき、ご本人
が居心地良く、その人らしく過ごせるように居
室つくりを支援している。

建物内部は危険の無いように家具や備品を配置
して安全を確保している。建物内の廊下が回廊
になっており、そこに手すりが機能的に配置さ
れている。歩行訓練や機能訓練の為に活用して
いる。

生活感や季節を感じられるように、共用の空
間、特にリビングスペースは、季節が感じられ
る飾り付けをして、居心地よく過ごしていただ
けるような空間づくりを心掛けている。

入居者様お一人おひとりが思い思いの時間が過
ごせるように共用スペースの食卓やイスを配置
している。ズルッとした座り方に身体的な問題
があったので、ソファを撤去し、イスの用意を
したりして工夫しています

手紙のやりとりや、面会に来られないご家族や
親戚の方々の電話を取り次ぐ支援をしている。
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事業所 グル－プホ－ム観音崎
雅

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 30
共同生活に馴染めない人が
いる。

少人数だからこそ、お一人
お一人に信頼されるケアを
行う。

６ヶ月

2 43
疾病の把握が不十分で、内
服薬の効能や副作用の知識
があまり無い。

入居者の疾病と内服薬の内
容と薬効の知識向上。 ６ヶ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

平成29年11月22日

目　　標

思いを聞き入れながら、一
方的な介護ではなく、一緒
に共同生活をする中で、仲
間でいることが楽しいと
思って頂けるようにしてい
く。

処方された薬の説明書を参
考に、ネット等で情報得、
フロア会議等の機会に勉強
する。特に副作用がもたら
す弊害を理解し、薬の処方
が増えていかないよう、対
応のレベルアップを図る。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム観音崎

 ユニット名 　　　　　汀

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

自治会に加入して、町内の夏祭りや小学校の運
動会に参加したり、夏祭り等のイベントに地元
の盆踊り保存会の方々がご参加下さって、入居
者様の良い刺激になっている。

運営推進会議やホームでの行事に、民生委員の
方や地域の方に参加していただき、入居者様と
共に過ごす時間を通して、理解が深まってきて
いると感じる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

ホームの理念は玄関や各フロア入口に掲げられ
ており、毎朝の朝礼時に唱和し、職員に周知、
共有出来るようにしている。入居者様お一人お
ひとりの生活リズムに合わせたサービスが提供
出来るように、心掛けている。

運営推進会議を定期的に実施し、相談・意見・
説明等をし、要望を伺うようにして、サービス
の向上に努めている。イベント時はボランティ
アとして参加して下さっている。

保険者である市町村の担当者には常に連絡を取
り、事業所の実情を報告して、指導を仰ぎ、協
力関係を築くようにしている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

身体拘束はその方の尊厳を奪うということを、
施設長以下職員全員が理解して、入居者様全員
が自分の意志で行動できるように職員は支援し
ている。

日頃から入居者様の尊厳を守り、共に支え合っ
ていく事が虐待防止に繋がると考えている。声
かけや言葉遣いについいても職員間で話し合っ
ている。

家族会や行事などのご家族が集まる機会や、
日々面会に来られた時に意見、要望を出して頂
く様働き掛けている。運営推進会議の議題にあ
げて、サービス向上に反映できるようにしてい
る。

研修、勉強会に参加し情報を共有して、職員間
の意識向上に努めている。

入居時に施設長、ケアマネジャー立会いの下、
ご本人様、ご家族様に不安や疑問点をお聞きし
て理解、納得していただけるように十分な説明
をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

毎朝、朝礼で意見交換をし、職員の意見、要
望、提案を施設長に報告をして、運営に反映出
来るようにしている。コミュニケ－ションを通
して、職員が意見や要望を言いやすい。

地域包括支援センター会議、研修会に参加して
いる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人様が不安にならないように、ご
家族様から要望を伺った上で、ご本人様とコ
ミュニケーションを取ったり、行動や言動から
ニーズを読み取り、安心、安全に過ごしていた
だけるように、信頼関係を築いていくように努
めている。

職場環境を整えて、職員個々の向上心を高める
ように努めている。

新人研修やフロア内研修で知識、技術の向上に
努めている。また、自治体が開催している研修
に参加出来るようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

日常生活の中で、出来ることは手伝っていただ
き、出来ないことを支援することにより、役割
分担をして共同生活をしていると感じていただ
けるように心掛けている。洗濯・掃除・調理補
助的なことを一緒に行っている。

ご家族様が来訪時にホームでの日々の生活の様
子をお伝えして、毎日の生活を共に過ごして、
出来ないところを支援して、ご家族様と共に支
えていくという関係作りをしている。行事など
に積極的に参加して頂けるよう御声掛けをして
いる。

ご家族様が来訪された時には、日々の生活状況
や健康状態を伝え、また要望や心配事をお伺い
して、不安がないような信頼関係が築けるよう
に心掛けている。

ご本人様、ご家族様と十分に話して、それぞれ
のニーズを把握した上で、アセスメントを行い
支援するように努めている。

ご家族様はもちろんのこと、ご友人やご近所の
方の訪問時に安心してお話が出来るような環境
作りに努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

退所されたご家族様で関係を続けたいと希望さ
れる方々には、イベントなどの案内を出してお
り、ご参加いただいている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

家庭的な雰囲気作りを心掛け、利用者との会話
の中から希望や意向をくみ取り、また表情や仕
草などからも思いを把握するように努めてい
る。

掃除のお手伝いや食事の準備などを通して、入
居者様同士がお互いを支えあえるように職員が
配慮し、また多くの関わりを持てるように他フ
ロアに出向き交流が出来るようにしている。

ご本人様とはもちろんのこと、ご家族様ともコ
ミュニケーションを取り、今までの生活歴を把
握して生活環境を整えるように努めている。

一人一人違う『人』であることを念頭に置き、
職員の都合で過ごし方を決めてしまわず、本人
の意思を確認しながら、本人の生活リズムを大
切にして、現状の心身状況や残存能力を職員全
員で把握し、情報を共有するようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

ご本人、ご家族、関係機関とのアセスメントを
した上で意見、要望に沿った介護計画を立て、
サービスを提供している。サービスを提供して
いる中で気づいたことを記録に残すようにして
いる。

利用者や家族からの要望をケアプランに取り
入れ、再度ケアカンファレンス会議で話し
合って検討しています。

バイタルチェック表にてバイタル、食事摂取
量、水分摂取量、排泄状況を記録した上で、
日々の様子をケース記録に記入して、職員間で
情報を共有して実践している。

医療連携があり、月二回の主治医の往診があ
る。また、緊急時はいつでも往診に来ていただ
ける体制が出来ている。電話相談にも応じてい
ただけ、必要であれば専門医の紹介もしていた
だける体制も整っている。

ご本人の日々の生活の変化　ご家族様の状況な
どのニーズの変更に、既存のサービスに捉われ
ない多機能化にも柔軟に対応しいる。

今年の夏祭りも又、地元の走水神社へ奉納される竹林
の竹を分けていただき、竹の水路から手作りし、大勢
で『流しそうめん』を楽しみました。毎年楽しみにし
てくださっている入居者様やご家族様との交流の場に
出来るように支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

一週間に一度、看護師に入居者様の日々の状況
を伝え、必要であれば主治医への連絡、報告が
される支援体制が出来ている。

入居者様の急変や事故発生時に備えて、緊急対
応マニュアルをいつでも閲覧できる場所に置
き、職員の意識を高めるように努めている。

消防署の協力を得たり、、緊急対応マニュアル
により意識を高め、定期的な防災訓練を実施し
て、実践力を身に付けるように心掛けている。

入院時には治療、介護に必要な情報が提供でき
るようにしている。また、退院時にスムーズに
受け入れられるように、情報交換や相談が出来
るように関係機関との連携に努めている。

施設長、管理者、ケアマネジャー、主治医が同
席の上、ご家族様と重度化や終末期に向けた話
し合いをしている。必要があれば、病院に出か
け、画像を見ながら医師の説明を家族と一緒に
受けたりすることもある。利用者の容態が急変
する場合に備え、ご家族と話し合い、介護計画
に同意をもらっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

お一人おひとりの生活リズムを大切にして掃除
や食事のお手伝いやレクリエーションなど、皆
で楽しんで出来ることを大切にして、その人ら
しい豊かな暮らしが出来るような支援を心掛け
ている。

その人らしい身だしなみが出来るよう、ご本人
が希望する洋服を着ていただけるように、選ぶ
お手伝いをする。着替えも出来ないところを手
伝うよう心掛けている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者様の人格を尊重し、職員同士の言葉使い
にも注意して、尊厳とプライバシーの保護に努
めている。

入居者様お一人おひとりに応じたお声掛けをし
て、ご本人の意思を尊重して、自己決定が出来
るように働きかけに努めている。

お一人お一人の残存能力を把握した上で、料理
の下準備や盛り付け等を手伝っていただいてい
て、胡麻を擂ったり、職員と一緒に餃子を包ん
だりした後の食卓は、にぎやかで、食事中の会
話もはずみます。誕生会や行事などは特別料理
で楽しんでいます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

起床時、毎食後、お一人おひとりの口腔状態の
確認を含めて、職員が見守り、お手伝いをし
て、義歯は毎日、洗浄消毒、保管している。

お一人お一人の排泄のリズム、習慣、健康状態
を把握する為、個々に排泄表を作成、記入し、
仕草や行動で見極め、時によってはお声掛け、
誘導をし、失敗の回数を減らすように努めてい
る。

食事形態や食事量、水分摂取量は、お一人おひ
とりの身体状況に合わせて摂取していただける
ように支援をしている。

排便状況は排泄表に記入して、食物繊維の多い
食事、水分補給、運動の働きかけを、個々に応
じて支援ができるように努めている。

お一人お一人の希望やタイミングを優先して、
体調や身体状況に応じて入浴日の変更に応じた
りしている。入浴拒否の場合は無理強いをせ
ず、声掛けの工夫や時間をずらしたりして安心
感を持って頂き、入浴後の『気持ちが良かっ
た』という経験を得てもらうよう努めている。
全介助（リフト浴）の支援もしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

お一人お一人の生活習慣や健康状態に応じて、
居室の空調に注意し、寝具の清潔を保ち、快適
な安眠出来るように支援している。

服用している薬の目的、副作用を職員が理解し
て、誤薬が無いように名前、日付を確認しなが
ら、ご本人が服用するまで見守りしている。薬
の変更があった場合は、ケース記録に記入し
て、職員全員がわかるようにしている。

入居者の方で金銭管理をされている（現金をお
持ち）方はいらっしゃらない。ホーム内の金券
を使い、ホームのショップにて買い物を楽しま
れていて、計算能力を失わない工夫をしてい
る。

お一人お一人の生活歴や力を知り、役割、楽し
み、気分転換が出来るよう、張合いや喜びのあ
る日々を過ごせるように、場や機会を作るよう
に心掛けている。

近くの公園や海の桟橋への散歩に出かける。又
町内の催しなどにも参加したりして、外出の機
会を作っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

お部屋には、思い出のある物を持ち込んでいた
だき、落ち着けるお部屋になるよう、ご家族と
相談して工夫している。

建物内部は危険の無いように家具や備品を配置
して安全を確保している。建物内の廊下が回廊
になっており、そこに手すりが機能的に配置さ
れている。歩行訓練や機能訓練の為に活用して
いる。

生活感や季節を感じられるように、リヴィング
スペースは、季節が感じられる飾り付けをし
て、居心地よく過ごしていただけるような空間
づくりを心掛けている。リヴィングからは、１
８０度のオーシャンビューと富士山が眺められ
ます。

入居者様お一人お一人が思い思いの時間が過ご
せるように共用スペースの食卓やソファを工夫
して配置している。

手紙のやりとりや、面会に来られないご家族や
親戚の方々の電話を取り次ぐ支援をしている。
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事業所 グループホーム　観音崎

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 43

トイレの場所がわから
なくなってしまったよ
うで、居室や廊下、ご
自分が座っている場所
等で放尿される。

トイレで排泄をする。 6ヶ月

2 48
無気力で、何もしたが
らない。

他の利用者と過ごすフ
ロアが楽しい場所だと
認識してもらう。

12ヵ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

平成29年11月22日

目標達成に向けた

汀

目　　標
具体的な取組み内容

排泄記録にある時間よ
りも、20分早くトイレ
誘導を徹底して行い、
成功したら褒め、トイ
レでの成功体験を味
わってもらう。

各人の性格を確認し直
し、少しでも興味のあ
ることを洗い出して、
実践できるように支援
する。できた事は周り
(利用者様)にわかるよ
うに誉める。
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